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 朝夕めっきり寒くなってきましたが，皆様お元気ですか。 

 私は，本業のほか，さまざまな講演活動など忙しくしており

ます。主な講演は次のとおりです。 

①６月１９日 労委労協中国・四国ブロック労働者委員協議会 

       「中小企業のリスクマネジメント」 

 普段は，労働委員会との団体交渉で，連合とは相手方になる

ことが多いのですが，いわば敵地に乗り込んで，県労働委員会

委員の労働側の方々に「経営にとっては労働組合がまさにリス

ク」などとお話ししてきました。しかし，懇親会では，皆さん

とは大変お話が合って，大いに盛り上がりました。 

②７月２２日 中山中学校区町内会「電子自治体のリスク」 

 小学校の運動会などの写真をどこまで町内会がインターネッ

トにアップできるのかなどについてお話ししてきました。町内

会の講演といえば，普通は温泉なのですが（笑），プライバシ

ー，肖像権，インターネットのリスク等を分かりやすくお話し

てきました。 

③８月１９日 岡山行政法実務研究会 

      「住民訴訟と監査制度の改正の動向について」 

 大学の先生方らを前に，地方制度調査会委員として地方自治

法の改正について関わってきたことや裏話等をお話ししてきま

した。 

④８月３０日 全都道府県監査委員協議会連合会 

      「監査委員監査に期待すること」 

 これは，明治大学中野キャンパスで行いました。私は，包括

外部監査はたくさん行ってきたのですが，監査委員の経験が全

くないにもかかわらず，全国の都道府県の監査委員に大上段か

らよくお話ができたものだと思っています。 

⑤１０月１０日 大阪府河内長野市役所 

        「地方自治法改正について」 

 同市の行政不祥事を受けて，地方自治法の改正のみならず，

行政のガバナンスについても相当時間を割いて講演しました。 

 

 

 

①労委労協中国・四国ブロック労働

者委員協議会 

③岡山行政法実務研究会 

④全都道府県監査委員協議会連合

会 
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日本弁護士連合会 自由と正義 ８月号 
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月刊 労委労協 １０月号 
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************************************************************************* 

■□  法（ほう）～納得！ 第４６号  □■  平成２９年 ９月 １日発行 

************************************************************************* 

～  騒音被害と受忍限度  ～ 

 

 先日，騒音を注意しようとした男性に自動車を衝突させるなどして殺害しようとしたとして，ある女性が逮捕されたというニュースを

聞きました。 

 騒音が原因で，殺人未遂容疑という，非常に重大な罪名での逮捕者が出たことに大変驚きました。 

 近隣トラブルにおいて，騒音はよくある原因です。最近では，保育園の騒音も近隣トラブルの原因となっているようで，逮捕者もでて

いるようです。ある男性が，園児を迎えに来た保護者に手斧を見せ，地面に数回振り下ろすなどして脅迫したとして，暴力行為処罰法違

反の疑いで逮捕されているのです。 

 働く女性を支援すべく保育園の設置は急務ではありますが，近隣住民の反対などを受けて保育所開設を断念した事案もあるようで，保

育園と騒音は，非常に興味深い議題です。 

 そこで，今回は，そもそも，どのような場合に騒音が違法となるのかについて考えた上で，保育園の騒音をめぐってなされた訴訟につ

き，裁判所がどのように判断をしたのか，ご紹介したいと思います。  

 ○ 受忍限度論 

 まず，ある人が騒音を出したからといって，直ちに違法となるわけではありません。日常生活において，一定の騒音というものはつき

ものであり，騒音の全てを違法と言ってしまっては，日常生活を送れなくなります。 

 そこで，「受忍限度」を超えた騒音のみが，他人の権利を侵害したとして違法と評価されます。この受忍限度を超えているか否かの判

断は，侵害行為の態様，侵害の程度，被侵害利益の性質と内容，侵害行為の持つ公共性ないし公益上の必要性の内容と程度等の比較検

討，地域環境，侵害行為の開始とその後の継続の経過及び状況，被害防止措置の有無とその内容，効果等の諸般の事情を総合的に考慮し

て決定されます。  

○受忍限度の基準の具体例 

 先の基準を少し敷衍いたしますと，次のようになります。 

 まず，侵害行為の態様は，騒音を発生させている行為の具体的な内容，騒音の性質，発生の頻度や発生時間帯，継続時間、継続期間等

が考慮されます。 

 また，被侵害利益の性質と内容は，例えば，被害者が難聴を発症する等の被害者に身体的変調が発生すると，受忍限度を超えたと認め

られやすくなる傾向にあります。他方，被害を裏付ける証拠がない場合や，証拠があっても具体性に欠ける場合には，受忍限度内とされ

ることがあります。 

 更に，地域環境としては，元々の周辺環境のいわゆる騒音レベルが高い場合は，受忍限度の判断は，被害者側に厳しいものとなるとさ

れています。 

 また，加害者が被害者から苦情を申し立てられたにもかかわらず，加害者が真摯に対応しなかった場合や，騒音や振動を容易に防止で

きる措置があったのにそれを講じなかった場合は，加害者に不利に判断される傾向にあります。  

○騒音トラブル訴訟の具体例－保育園の騒音 

 では，具体例として，保育園の騒音をめぐって訴訟になった事例を見てみましょう。 

 【事案】 

 訴訟を起こした男性は，その男性宅の南側敷地から約１０メートル離れた距離に保育園北側敷地があるという位置関係でした。男性

は，本件保育園が開設される前に勤めを終えており，１日を自宅で過ごすことが多かったようです。 

 他方，本件保育園は，定員数が概ね１２０名であり，開園日が月曜から土曜まで，保育時間は，通常保育が午前８時から午後５時半ま

で，特例保育や延長保育を併せると，午前７時から午後７時までとなっていました。本件保育園は，近隣住民との間で，複数回にわたり

協議を重ね，近隣住民の意見を踏まえて，防音壁を設置する等の工事をしていたようです。 

 男性は騒音の測定を行ったのですが，その結果は，園児が園庭で遊んでいるとき等の騒音が，市の騒音基準を上回るというものでし

た。なお，市の騒音基準は，私人間の騒音トラブルに直接適用するための基準ではなかったのですが，裁判例では参考になると言われて

います。 

 【判断】 

 このような事例につき，裁判所は，次のように判断をしました。 

 確かに，男性宅の騒音レベルは，「騒音基準を上回るものである。また，被告は，日曜及び祝日を除くほぼ毎日，特例保育及び延長保

育時間帯を除いた午前８時から午後５時半までの通常保育の時間内で園児を園庭で遊戯させていることからすると，昼間の時間帯におい

て…騒音が原告の生活空間に流れ込むこととなり，一日の大半を原告宅で過ごすことの多い原告にとってみれば，その影響は決して小さ

くないものといい得る。」 

 ただ，「受忍限度を超えるか否かの判断においては，当該騒音が被侵害者に対して及ぼす影響の程度を検討すべきであって，その及ぼ

す影響の程度は，騒音源である敷地の境界線で測定された騒音レベルに加え，騒音源と被侵害者の居宅との距離，騒音の減衰量等をも踏

まえて検討するのが相当である。」とし，右諸点を考慮した結果，「直ちに，本件保育園からの騒音レベルが受忍限度を超えているとい

うことはできない」としました。 

 その上で，「本件保育園から発生する騒音は，主に園児が園庭で遊戯する約３時間であって，通常保育の時間（午前８時から午後５時

半まで）において断続的に発生するものではなく,…被告は，本件保育園の設置に際し，本件保育園の近隣住民に対する説明会を１年ほ

どかけて行い，その間，本件保育園から生じる騒音の問題に係る原告を含めた近隣住民からの質問・要望等に対して検討を重ね，既設の

保育園で測定した騒音結果から本件保育園の騒音の推定値を算出した上で，遮音性能を有する本件防音壁…を設置し，一部の近隣住民に

対して被告の負担において二重サッシに取り換えることを提案・合意するなどして騒音対策を講じるよう努めてきたこと，最終的に原告

とは折り合いがつかなかったものの，被告側から原告宅敷地境界線における防音対策による問題解決の提案がされたこと」を認定し，男

性の請求を棄却しました。 

  

 今回は，保育園の勝訴となっていますが，その騒音レベルや保育園の対応次第では，違法となった可能性も否めません。通常の生活に

おいては，騒音は，お互い様という面もありますので，互いによく話し合い，注意をして，良好な関係を築きたいものです。 

岡山大学メールマガジン 
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 今回は，単に私が大好きな温泉の紹介です。 

１ 粟津温泉 かめたに（石川県） 

 加賀温泉郷というＪＲの駅で降りると，山代温泉，山中温泉，粟津温泉に行くことができます。

しかし，いずれも湯量が余り多くなくて，残念ながらは，ほとんどが循環風呂です。その中で，こ

の粟津温泉のかめたにだけは，掛け流しに非常にこだわっていて，泉質もかなりいいです。心や体

の疲れがすーっと抜けていって，爽快になるような，心が無になるような感じの泉質です。塩化物

泉で，飲泉もできて，大変美味しいです。ここに泊まると，１泊２日でたいてい１０回くらいは湯

舟に入りますね。女将さんの愛想も料理もよくて，料金も安い。非の打ちどころがありません。 

 ついでに言えば，山代，山中，粟津の共同湯はいずれも総湯と呼ばれていますが，その中で，山

代の古総湯は昔の総湯を復刻したもので，なかなか趣きがあります。ただし，源泉が熱いため，少

ししか源泉を湯舟に注入していないところだけが少し残念です。 

 

 

 

 

２ かんの温泉（北海道） 

 帯広から大雪山に向かって車で約１時間半ほど。平成２０年に休業して，その後は破産して，平

成２６年に大幅にリフォームして復活しましたが，日帰りだけの期間があったり，台風で温泉が泥

に埋まって休業したりして，大変苦労された温泉です。 

 ここは，７種類の温泉が湧出していて，以前は私のベスト３に入る温泉でした。実は，この旅館

が休業したときに，私はオーナーに，旅館を売ってほしい旨を真面目に手紙に書いて送ったことが

ありますが，残念ながら返事はありませんでした。そして，地元の電機会社により買収されて復活

した温泉は，かなりリニューアルしたとのことだったので，循環回路のつまらない温泉になってい

まいかと恐れていました。しかし，温泉はほとんど昔のままで残っていて，感激しました。あまり

の感激のため，次の予定を変更して，２連泊しました。「温泉は新しくなると必ず悪くなる」とい

う私の温泉法則はついに撤回せざるを得なくなりました。写真の温泉は，すべて昔のままのところ

です。 

    

  

 

 

  

(かめたにの全景) 

 

(かめたにの湯舟。こ
れ１つだけです。) (飲泉の表示) (山代温泉古総湯) 

(かんの温泉全景) (足下湧出の温泉) 

(ぬる目のいい温泉です。) 

(露天風呂) 

(メインの湯舟です) (数多い泉質表示) 


